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研究成果の概要（和文）：戦後、欧米先進諸国に向けて、開発途上国出身の多くの移民が流入し、

かれらを文化的に同化することは困難であったため、同化ではなく統合を通じてホスト社会に

適応させようとする《多文化主義》の実験が各地で行われた。本研究課題はこのような《多文

化主義》が国際標準となるような《包摂レジーム》に近い将来制度化されるかを問うものであ

る。結論として、(1)《多文化主義》の背景である移民のエンパワーメントは交通・通信技術の

発達とともになお進行中であり、いまだバックラッシュを引き起こす危険を含む。(2)第一世代

はトランスナショナル化し、送出国社会と切れず、ホスト社会への適応のニーズを感じない者

が増えている。(3)その反面、第二世代はホスト社会の公立学校での社会化により急速に同化し、

親子の役割逆転により移民家族は不安定化する。このために、近い将来国際標準的な《包摂レ

ジーム》の制度化が起こる可能性は低い。 
 
研究成果の概要（英文）：The postwar massive inflow of third world immigrants to Europe 
and North America, which appeared hard to assimilate, have led the host societies and 
governments to pursue immigrant adaptation without cultural assimilation through 
‘multicultural schemes’. We have inquired if these schemes will be institutionalized in the 
near future sufficiently to transform into an internationally standardized ‘inclusion regime’. 
Our conclusion is negative because: (1) the historical process of newcomer empowerment is 
still in progress, which is susceptible to backlashes at any time; (2) the growing 
transnational attachment of many recent first-generation immigrants makes the future 
less predictable, who feel less and less the needs to adapt themselves to host societies; and 
ironically, (3) the rapid assimilation of second generation children through socialization in 
host societies’ public school systems, which would destabilize immigrant families, the key 
unit of adaptation, between them and transnational parents. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)日本社会の少子高齢化を背景に、外国人労
働力の受け入れについての議論が始まって
いる。しかし、日本の移民研究は必ずしもこ
この時代の要請に答えうる体制にない。その
成果は、主に日系の移民集団の事例個別研究
や、労働市場分節化論（およびその変形であ
るグローバルシティ論）を中心とする理論構
築に集中しており、実際に移民を受け入れた
ときに社会がどうなるか、という問に即答で
きる状況にはない。 
(2)欧州は 1945～1973 年、米国は 1965 年移
民法の影響が顕在化した 1970 年代～現在、
《戦後移民》と呼ばれるかつてない規模の移
民流入を経験した。この現象を日本は経験し
ておらず、そして《戦後移民》の中で生まれ
た欧米の移民研究の蓄積のうち、ごく一部し
か日本の移民研究は消化していない。 
(3)《戦後移民》の過程で各地に、現地文化に
同化しようとしない移民集団が生まれ、これ
に応えていわゆる《多文化主義》のモデルが
示された。同化ではなく「統合」を通じての
「適応」を追求するものであり、手段は団体
形成を通じてのホスト国家や地方自治体と
のネゴシエーションであり、ホスト市民社会
の NGO や人権団体の支援を受けて実現され
るとされる。目下このモデルは全世界で実地
検証中であり、現時点でのその結果を検討す
る必要がある。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、《同化主義》にかわる《多
文化主義》のモデルが、《戦後移民》から生
じて現在にいたる状況を、どれほど理論的に
説明し得、かつ政策的に処置し得ているかを
検証する。 
(2)その際の検討課題は以下の通りである。(a)
《非同化移民》とホスト国家社会との間には
どのような力関係が生じ、そこからどのよう
なインターアクションやネゴシエーション
が生じるか。(b)それらのインターアクション
やネゴシエーションを制度化し、整合性のあ
る《包摂レジーム》（これを仮にデニズンシ
ップと呼んだ）を構築することができるか。
(c)できるとすればその結果は従来の同化→
市民権のアプローチが予想するところとは
どのように異なるか。 
 
３．研究の方法 
(1)移民研究ほどタコツボ化しやすい分野は
ない。研究対象がある送出国・地域からある
ホスト国・地域への移民集団にならざるを得
ないので、いわばタテヨコに〈二重の細分化〉
を受けるからである。こういう分野でこそ、
地域文化研究の「地域横断・分野横断」の共

同研究アプローチが成果をあげることが期
待される。 
(2)《先端事例》としてアメリカ合衆国にお
けるヒスパニックとアジア系、ヨーロッパに
おけるムスリムを、《古典的事例》としてイ
ンド洋圏における華僑・印僑を、《参照事例》
としてアフリカン・アメリカンと在日・韓国
朝鮮人をとりあげ、政策提言に結びつくよう
な事実関係の研究者と、公共圏で交換される
言説の研究者との双方を加えた分野横断的
な研究組織を組む。 
(3)現地調査、文献の収集と調査、研究会を
重ね、最終的には国際シンポジウムを実施す
る。 
 
４．研究成果 
(1)1980年代にヨーロッパで、1990 年代にア
メリカで、非常に警戒的な移民関係の言説が
生み出されるにいたった。これは《戦後移民》
の衝撃によるものであった。とりわけ、ゲス
トワーカーは、当初ホスト国家にも当の労働
者にも全く定着する意思がなくても、結局相
当部分が定着し、新規募集をやめてもなお、
家族呼び寄せによって移民集団の拡大は続
く、という、予測されなかった新事実が判明
した結果であった。 
(2)移民集団は、長期的トレンドとして、交
通通信手段が発達するにつれてエンパワー
されていく傾向にある。この過程で近年とく
に決定的であったのは、1950～60 年代のアメ
リカ公民権運動を主な契機として、少数者に
は選挙政治の枠を越え、活動家を介して主流
社会とネゴシエーションする権利があると
いう考え方が国際的に認められるようにな
ったことである。しかしいずれのホスト国家
社会においてもこの考え方はネゴシエーシ
ョンの過程にあり、制度化にいたっていない。
このために常にバックラッシュが生じる可
能性がある。 
(3)《多文化主義》のアプローチは、グロー
バル化の進展の結果、トランスナショナリズ
ムの挑戦を受けている。国際間の移動や通信
のコストが以前には考えられないほど低く
なった結果、たとえばゲストワーカーはホス
ト社会に《適応》する必要をかつてないほど
感じなくなり、《同化》はおろか《多文化主
義》的な団体形成を通じての《統合》さえも
億劫に感じるような雰囲気ができている。他
方において、2000年代に入って送出国の国家
と地方自治体が海外送金の価値に目覚めた。
北から南への金の流れの中で移民の送金は、
今や民間直接投資とほぼ同額、政府開発援助
の倍額に達している。このために移民送出国
は突然二重国籍を認めるなど制度転換をし
ており、その移民への影響も大きい。 



(4)ところが移民がトランスナショナル化す
る一方で、家族呼び寄せから生まれる第二世
代（いわゆる第一・五世代――移住時に生ま
れていたが就学前だった子女――を含む）に
おいては、むしろ《多文化主義》以前の形の
同化が進む傾向がある。第二世代はホスト国
家社会の公立学校システムに入学し、そこで
は同化しなければいじめに遭うからである。
この結果家族内で親よりも子の方が同化の
程度も言語能力も高く、役所での手続やその
他の交渉場面で親は子に頼るようになり《役
割逆転》が生じる。場合によっては子は親を
恥じるようになり親の管理を忌避する。その
結果ホスト社会の若年層のギャング的カウ
ンターカルチャーに染まり、ある学者が言う
《下向きの同化》の道をたどることがある。 
(5)以上の考察から、移民集団とホスト社会
との《多文化主義》インターアクションとネ
ゴシエーションは、いまだバックラッシュの
危険をはらんだ流動的な段階にあり、さらに、
第一世代のトランスナショナリズムと、第二
世代以降の《下向きでありうる同化主義》の
双方の挑戦を受けている。このため、制度化
を遂げて国際標準としての《包摂レジーム》
が近い将来に成立するか、という問に対して
は、否定的に答えざるを得ない。 
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